
　11月8日に県内金融機関営業店より51名の方にご参加いただき、「金融機関合同信用保証協会業務研修」
を実施しました。本研修は、信用保証制度や当協会の経営支援メニュー等に理解を深め、当協会職員とのコ
ミュニケーションを取っていただくことで県内中小企業支援のための連携強化を図ることを目的としたもの
です。当協会職員から、当協会の概要や当協会の経営支援メ
ニュー等についての講義と、模擬案件における経営支援のアド
バイス、保証付き融資の可否をグループワークで取組んでいた
だきました。各グループには当協会保証課の職員も参加し、意
見交換を通じコミュニケーションを図ることができました。

▶ 平成29年11月　金融機関合同信用保証業務研修の開催について

　業務内容や保証制度が多様化していることを踏まえ、当協会
ホームページを全面リニューアルいたしました。

①デザインの一新（イラストを交え親しみやすい印象としました）
②スマートフォン対応
③創業支援、経営支援ページの新設
④各種書式のダウンロードページ内に検索機能を追加

▶ 平成30年3月　当協会ホームページの
 　リニューアルについて

　当協会は、市原商工会議所が主催する「市原で大切にしたい会社表彰」において、千葉県信用保証協会
会長賞を授与しました。
　この表彰制度は、「人に優しく、地域に優しい思いやりの経
営」を目指し実践している事業者を表彰し、モデル企業とし
て知名度の向上及びブランド化を図ることにより、中小企業
の活性化ひいては地域の経済活性化に貢献することを目的
として、今年度から新たに創設されました。

▶ 平成30年1月　「市原で大切にしたい会社表彰」での
 　当協会会長賞の授与について

　当協会では、積極的に地域活動に参加貢献することにより、地域社会との信頼関係を築くことを目的とし
て、2つの団体のイベントについてボランティアスタッフとして参加しました。
　第一弾として1月20日に地元プロバスケットボールチーム

「千葉ジェッツふなばし」主催試合の運営ボランティア、第2弾
として2月11日に公益財団法人千葉県文化振興財団が主催す
る音楽コンサートの運営ボランティアに参加し、合計15人の職
員が汗を流しました。

▶ 平成30年1月、2月　地域イベントボランティアへの参加について

主なリニューアル箇所

中期事業計画（平成27年度～平成29年度）の評価

（1）地域経済および中小企業の動向
        計画3ヵ年における千葉県内の景気は、世界経済の情勢や人手不足の影響などにより不透明感が

続いていましたが、政府の各種政策の効果等から緩やかではありますが回復へ向かっています。中小
企業の景況判断は、平成27年度から平成28年度にかけては、消費増税や円安の進展による輸入原材
料等価格の上昇の影響もあり、「下降」超に転じました。平成28年以降は東京オリンピック、パラリン
ピック関連事業の活性化や、インバウンド需要による景気の押し上げもあり、「上昇」超に転じました
が、少子高齢化による労働力人口の減少、長引く個人消費の低迷から再び「下降」超に転じています。
3ヵ年を通じ、大企業を中心に景気回復が進んでいますが、中小企業には景気回復を実感できるに至
らず、先行きの不安が拭えない期間でした。

（2）中小企業向け融資の動向
        計画3ヵ年の金融機関の中小企業向け融資態度判断ＢＳＩは、平成28年度に日本銀行の金融政策

の影響もあり「緩やか」超幅が拡大し、平成29年度も「緩やか」超幅がさらに拡大しました。特に平成
29年度に入ってからは「緩やか」超幅が急速に拡大しています。

（3）県内中小企業の資金繰り状況
        計画3ヵ年の資金繰り状況は、平成27年度になって「悪化」超幅が拡大しましたが、平成28年度は

「悪化」超幅が縮小に転じています。この「資金繰り状況」は、景況感や融資態度判断ＢＳＩ以上に中小
企業が慎重に判断する項目といえ、中小企業においては依然として予断を許さない状況です。

（4）県内中小企業の設備投資動向
        平成27年度から平成29年度の設備投資状況は、いずれも全規模・全産業で「増加見込み」となり

ました。政府の財政政策等から景気回復傾向にて推移しており、東京オリンピック・パラリンピックに
向けたインフラ整備等の需要も後押しした形です。

（5）県内の雇用情勢
        平成28年度、平成29年度の従業員数判断ＢＳＩは、「不足気味」超幅が拡大して推移しています。先

行きについても「不足気味」超で推移する見通しとなっています。

以上  財務省関東財務局千葉財務事務所①最近の県内経済情勢 ②法人企業景気予測調査／千葉県分より

1．業務環境

　緊急保証や東日本大震災復興緊急保証の実施後の平成24年度以降、保証債務残高は減少を続けてい
ます。保証承諾については、緊急保証等の借換など、中小企業者の一つ一つの資金需要に対応した結果、
平成24年度から27年度の3カ年は、上昇に転じましたが、28年度からは、低金利情勢下の保証料の割高
感等により、再びマイナス局面となっています。
　代位弁済は、低水準で推移した一方、返済緩和残高の高止まりが続いており、回収については、担保や
保証のない求償権の増加などにより減少傾向となっています。

2．事業概況

年度 平成27年度実績

金　額項目

保証承諾

保証債務残高

対計画比 対前年度比 金　額 対計画比 対前年度比 金　額 対計画比 対前年度比

平成28年度実績 平成29年度実績

代位弁済

実際回収

525,169

1,084,053

17,542

5,460

99.7

100.6

84.5

100.3

100.4

96.9

92.1

101.4

483,770

1,017,259

18,082

4,727

93.6

98.9

103.7

91.4

92.1

93.8

103.1

86.6

477,653

968,173

15,619

4,172

100.9

100.4

87.4

89.4

98.7

95.2

86.4

88.3

（単位：百万円、％）
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　当協会の基本目標であるⅠ．顧客満足の追求（ＣＳ）、 Ⅱ．経営基盤の強化、Ⅲ．地域・社会への貢献に基
づき、以下のとおり、重点課題への取組みを実施しました。
Ⅰ．顧客満足の追求については、金融機関・商工団体への訪問を積極的に行うとともに、中小企業者・金融

機関等のニーズを探り、古民家活用支援保証制度「ふるさとちば」、成長発展支援保証制度「パートナー
ちば」を創設しました。

　 　コンサルティング機能の発揮としては、創業者に対し、創業スクール、セミナー等を実施するととも
に、小規模事業者や返済緩和先等に対し経営支援を実施する部署として、企業サポート室に特別サ
ポートチームを設置し、専門家派遣による経営改善計画の策定支援等を実施することで、個々の中小
企業の課題に応じた経営支援を実施しました。

　 　経営改善・事業再生支援としては、求償権消滅保証、求償権放棄、求償権不等価譲渡、ＤＤＳを実施し
ました。また、「千葉県中小企業支援ネットワーク会議」の運営により、地域の関係機関におけるハブ機
能を果たしました。

　 　「顔のみえる」保証協会を推進するため、保証概況、ホームページ、ＳＮＳ（ＬＩＮＥ＠）等を活用した広
報活動の充実を図りました。

Ⅱ．経営基盤の強化については、コンプライアンス体制の充実を図り、研修、啓発活動の実施により、職員
にコンプライアンス意識の周知徹底を図るとともに、内部検査体制の充実強化および事業継続計画

（ＢＣＰ）を含めたリスク管理対策を実施しました。
　 　求償権回収については、保証協会債権回収株式会社を有効活用することで、回収の効率化と最大化

に取組みました。
　 　能力開発、人材育成の取組みとして、企業訪問研修、金融機関実務研修等の各種内部研修・外部研

修、他機関との人事交流、若手職員の能力向上のため「新人育成プログラム」を実施しました。また、第6
次基本経営計画等の策定のため、「第6次基本経営計画および中期事業計画策定検討小委員会」を設
置し、平成30年からの3カ年計画を策定しました。

Ⅲ．地域・社会への貢献については、県内19市との連携により、当協会の創業スクールを特定創業支援事
業として実施しました。また、事業承継支援・海外展開支援を担う事業承継サポートデスク・海外展開
サポートデスクを企業サポート室経営サポートチームに集約し、相談から計画策定支援、金融支援まで
ワンストップで対応する体制を整備し、事業承継サポート保証「みらい」、Ｌ／Ｇ輸出パック保証等によ
る支援を実施しました。海外展開支援をテーマとした県内金融機関との情報交換会を実施し、日本貿
易振興機構（ＪＥＴＲＯ）・国際協力機構（ＪＩＣＡ）から講師を招きました。ＣＳＲ（企業の社会的責任）
の推進として、環境美化イベントや地域清掃活動等を実施し、エコ・省エネ活動にも取組みました。

3．中期業務運営方針に対する評価

　コンプライアンス報告事例は、平成27年度に1件（保証料の誤徴収）発生しましたが、コンプライアンス
委員会に報告するとともに再発防止策を講じています。なお、平成28年度、29年度は抵触事項がありませ
んでした。今後も研修会等の啓蒙活動により、職員のコンプライアンス意識の維持に努めてまいります。

4．コンプライアンス体制および運営状況について

　手島英男公認会計士、宮本勇人弁護士、有馬和子臨床心理士により構成される「外部評価委員会」の
意見・アドバイスは以下のとおりです。

（1）業務運営方針について
・マイナス金利や中小企業者数の減少等、金融業界としては厳しい状況ではありますが、協会の役割として

中小零細企業の金融支援の円滑化に向けて、日頃の訪問活動や情報発信、制度創設等、きめ細かな支援
サービスが行き届いており、頑張っている様に感じられます。引続き邁進してください。

・目標数値は重要ではありますが、ひとつのメルクマークとはしながらも、現場の状況も十分把握して対応し
てください。

・毎年様々な工夫をこらし、新たな刺激を与えている様に見受けられます。しかし、無理に新たな取組みを作
る必要はなく、需要に応じて方針を決めて行くことが重要です。

・健全経営を支える職員の心身の健康状態が万全であることが望ましいが、それらを補完するための社内制
度が職員にとって、安心して利用でき、利用し易い状況にあるのかという点についても考慮してください。

（2）コンプライアンス体制および運営状況について
・コンプライアンスに関わる問題が発生した後の、迅速かつ適切に対応する体制を作ることが重要です。

（3）総括
・保証債務残高、承諾額は減少傾向にあるものの、収支は安定確保し、経営の健全性が高まっているこ

とは、努力の成果として評価できます。
・顧客満足の追求を第一として、金融機関・支援機関・自治体との様々なチャネルでの連携により、保証

制度の創設や経営支援等に取組んできたことは評価できます。

5．外部評価委員の意見等
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平成29年度経営計画の評価
　千葉県信用保証協会は、顧客満足の追求を第一として、金融機関・支援機関・自治体との様々なチャネル
での連携により、保証制度の創設や経営支援等に取組みました。平成30年4月から新たな信用保証制度
がスタートし、信用保証協会の業務に経営支援が法律で位置付けられるとともに、業務の運営に当たって
は金融機関との連携が重要である旨が規定されました。当協会は、引き続き様々な機関との連携を図り、
中小企業のご期待に応えるため、努力してまいります。
　今般、平成29年度の年度経営計画に対する実績評価を行いましたので、以下のとおり公表いたします。
なお、実績評価に当たりましては、手島英男公認会計士、宮本勇人弁護士、有馬和子臨床心理士により構
成される「外部評価委員会」の意見・アドバイスをいただいております。

（1）地域経済および中小企業の動向
        中小企業の景況判断ＢＳＩは、上期は全規模・全産業で「上昇」超で推移していましたが、下期におい

ては第3四半期で中小企業のみが「下降」超幅に転じていたものが、第4四半期には全規模・全産業に
「下降」超幅が拡大しています。

（2）中小企業向け融資の動向
        中小企業の金融機関の融資態度判断ＢＳＩは、上期は全規模・全産業で「緩やか」超幅が縮小し、下期

においては、第3四半期では「緩やか」超幅が一旦、拡大に転じましたが、第4四半期では再び縮小に転
じています。

（3）中小企業の資金繰り状況
        中小企業の資金繰り判断ＢＳＩは、第2四半期では一旦、「改善」超に転じましたが、下期は「悪化」超幅

が続いています。
（4）中小企業の設備投資状況
        中小企業の設備投資計画額は、全規模・全産業で前年同期比0．6％の増加見込みとなっています。

（5）県内の雇用情勢
        平成29年度の中小企業の従業員数判断ＢＳＩは全規模・全産業で「不足気味」超幅が拡大しました。

以上  財務省関東財務局千葉財務事務所　法人企業景気予測調査／千葉県分より

1．業務環境

　保証承諾実績は477,653百万円、計画比は100．9％、前年比98．7％と前年実績を下回りましたが、計画額
は上回りました。月別の推移を見ると、保証料の割高感の影響等から、10月までは前年度と同様、前年実績、
計画額共に下回る状況で推移（8月の計画比を除く）していましたが、11月からは、成長発展支援保証制度

「パートナーちば」の利用が順調であったこと等から、前年実績、計画額ともに上回る状況で推移しました。
　保証債務残高は968,173百万円、計画比100．4％、前年比95．2％となり、保証債務平均残高982,375百
万円、計画比98．3％、前年比94．0％となりました。
　代位弁済実績は15,619百万円、計画比87．4％、前年比86．4％と前年実績ならびに計画額を下回りまし
た。しかし中小企業を取り巻く環境は厳しく、保証債務残高に占める返済緩和残高の割合が引続き高い水準
にあることとから、今後の状況を注視していく必要があります。
　回収実績は4,172百万円、計画比89．4％、前年比88．3％と計画額ならびに前年実績を下回りました。回収
環境は厳しい状況になっていますが、サービサーの有効活用等により効率性を重視しつつ回収の最大化に
努めるとともに、再生支援の観点から個々の状況に応じたきめ細やかな対応を取る必要があります。

2．事業概況

保証～回収業務
平成29年度計画

金　額
平成29年度実績

金　額 対計画比 対前年実績比
保証承諾

保証債務残高
保証債務平均残高

代位弁済
実際回収

473,236
964,186
999,123
17,869
4,666

平成29年度実績保証～回収業務 （単位：百万円、％）平成29年度計画

477,653
968,173
982,375
15,619
4,172

100.9
100.4
98.3
87.4
89.4

98.7
95.2
94.0
86.4
88.3


